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９月14日(土)東京都シーライン東京保有船「モデルナ」で、ランチクルーズイベント「とちぎの食材でライブキッチン」を開

催し、県内外の消費者55名が参加しました。

有名料理人２名による料理実演として、シーライン東京小濱総料理長と中国料理「美虎」の五十嵐美幸シェフによる、

栃木県産農産物を使用した料理実演で、とちぎ和牛やプレミアムヤシオマス、県産米なすひかりをはじめ、旬の農産物

の美味しさをPRいたしました。

小濱総料理長は、「プレミアムヤシオマスのガトーしたてアスパラのピストーソース」を実演し、参加者は仕上がりの美しさ

に感動していました。また、五十嵐シェフからは、「とちぎ和牛の肉じゃが坦々風」と「とちぎゆめポークの北京ダック風サンド

」の２品で、簡単ですぐにできる美味しい中華を実演すると共に、ひと手間加えるだけで別のメニューに変身できるアレン

ジ方法も伝授して頂き、大変貴重なイベントになりました。

また、メニュービュッフェでは、県産農産物メニュー(27品)を提供し、美味しさをご堪能いただきました。

プレミアムヤシオマスのガトーしたてアスパラのピストーソース

とちぎゆめポークの北京ダック風サンド

とちぎ和牛の肉じゃが坦々風

とちぎの食材でライブキッチン



令和元年度こんにゃく立毛共進会を開催

スカイベリー安定生産技術支援ｼｽﾃﾑの活用に関する会議

こんにゃく作況調査（2回目）を実施

９月10日(火)２年に１度の開催となるこんにゃく立毛共進会を実施し、ＪＡかみつが・ＪＡはが野・ＪＡなす

南の各管内から地方審査で選ばれた１～３年物の９点のほ場で、立毛の生育状況や病害虫の状況、ほ場管

理状況等に関する審査を行いました。２～３年物については、10月中下旬に今回の成績上位者の掘り取り調査

を行い、最終順位を確定します。

とちぎの特産物「こんにゃく」について、９月13日(金)に今年度２

回目の作況調査を実施しました。（鹿沼市、茂木町）いずれの

産地も、植付日・出芽日とも平年並でしたが、梅雨時期の低温や

日照不足、梅雨明け以降の降水不足による生育不良を十分に

回復するには至っていません。新球茎肥大倍率は、品種「あかぎお

おだま」は前年および平年並でありますが「みやままさり」は下回って

おり、地上部の生育はいずれも前年および平年を下回っています。

また、９月９日の台風通過により、一部ほ場で葉の反り返り等の

被害がみられました。

栃木県バラ研究会総会開催

９月27日(金)宇都宮市内にて平成30年度栃木県バラ研究会総会が実施され、
会員および関係機関22名が出席し、平成30年度の事業報告・決算報告及び令和
元年度の事業計画・収支予算、新役員体制等について審議し承認されました。また、
総会後に情報交換会を行いました。

今後、10月10日(木)に３回目（最終回）の調査を実施する予定です。

９月20日(金)県庁昭和館において、スカイベリーの安定生産・品質
向上に向けた取り組みについて、協力農家・関係者出席のもと、30年
度取組状況と令和元年度の取組について協議・検討が行われました。
この取組により、アグリネットを活用して協力農家14名の生産状況や栽
培環境を関係者にシステムによってデータを共有し、食味など品質向上
に役立ててきました。今年度は生育状況などデータの掲載は従来通り、
生育状況や糖度調査データの公開様式を変更するなど、引き続き品質
向上に役立てる取組みを実施していく予定です。



ぜひ、抽選で「とちぎ和牛」や「とちぎの旬の野
菜」などが当たるキャンペーンに、スタンプを集めて
ご応募ください。

応募期間

第１弾 2019．６．30（日）～ ９．30（月）

第２弾 2019．10．１（火）～11．30（土）
ＱＲコード

とちぎグルメスタンプラリーキャンペーン

県外の飲食店「とちぎ和牛提供店」「とちぎの旬彩店」
の対象店舗にて、とちぎグルメが当たる「とちぎグルメス
タンプラリー」を開催しています。参加は簡単、対象店舗
にてスマホＱＲコードでアクセスするとGPSで判断し、ス
タンプがプレゼントされます。

輸出に関する勉強会を開催 ～那須拓陽高校～

昨年度、栃木県産農産物の輸出額も過去最高の３億６千万円を達成しました。今年度も更なる輸出拡大を

目指していく上で、関係者向けに「輸出の意義」を再確認するためのセミナーを県や団体と行っています。その中で

もG-GAPを取得した県立那須拓陽高校から「輸出」についての勉強会の依頼があり、７月~８月末にかけて３

回にわたり農業系３学科の３年生を対象に「栃木県産農産物の輸出について」と題して、大森輸出促進員が講

義を行いました。海外市場に対する活発な質疑応答もあり生徒達の意欲を感じる事ができました。講義終了後、

実際に輸出をしてみたいとの意見から、大森促進員が海外バイヤーに繋げ、今秋同校大山農場で収穫するにっこ

り梨を輸出する予定です。ＰＲ用英文リーフレット作成、ＰＲ用シール作成、そして輸出通関に必要な書類の作

成なども体験します。
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牛肉海外バイヤー招へい
動物愛護デー出展 （東京）
スーパーコーチ派遣事業 （県庁）
なしグランプリ現地審査会 （県南）
とちぎのおにぎりスター誕生1次審査会 （JAビル）
なしグランプリ現地審査会 （県北）
こんにゃく作況調査 （鹿沼市・茂木町）
とちぎのおにぎりスター誕生2次審査会 （JAビル）
スーパーコーチ派遣事業 （ゆめファーム全農）
スーパーコーチ派遣事業 （県庁）
スーパーコーチ派遣事業 （県庁）
なしグランプリ品質審査会 （農業試験場）
いちご反収アップセミナー （JAビル）
フルーツ産地ツアー （市内）
にっこりプロモーション （ラゾーナ川崎）

1日(火)～4日(金)
5日(土)
7日(月)
〃
〃
9日(水)
10日(木)
16日(水)
17日(木)
23日(水)
24日(木)
〃

25日(金)
26日(土)
26日(土)・27日(日)

店舗名 住所
電話番号
ＨＰ

代表者

上河内サービスエリア・
上り線

宇都宮市今里町1145
028-674-2111

http://www.driveplaza.com/
sapa/1040/1040091/1/

支配人
藤田 昭弘

カレーハウスＢＡＫＫＡ
宇都宮市中央2-3-6
嶋田ビル1F

028-306-2334
代表

鳥井 綾乃

❖ とちぎ農産物マーケティング協会 ニューフェイス！
❖

【担当業務】
・会計事務に関すること
・協会庶務に関すること
・協会内の補助業務に関すること

【コメント】
栃木の農産物のおいしさや素晴らしさを多くの方々にお
伝えできるよう、たくさん学んでまいりたいと思います。
よろしくお願いいたします。総務企画部 書記

福田 世奈


